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５
月
17
日
（
土
）、
道
の
駅
「
吉
野
路
黒
滝
」

に
お
い
て
、
黒
滝
村
村
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
と
、
大
阪
浪
速
区
新
世
界
の
新
世
界
援

隊
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
「
１
st
道
の
駅
ラ
イ
ブ
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ラ
イ
ブ
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
和
太
鼓
紅

jr
の
迫
力
あ
る
和
太
鼓
演
奏
か
ら
始
ま
り
、
新

世
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
シ
ン
ガ
ー 

・ 

ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
の
「
ち
な
げ
」、「
よ
し
だ
ー
ま
ん

☆
」、「
中
原　

咲
」
に
よ
る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
が
行

わ
れ
、
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
で
、
楽
し
い
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
黒
滝
村
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
「
く
ろ
た
ん
」
も
応
援
に
駆
け
つ
け
、
会
場

を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

ミ
ニ
ラ
イ
ブ
の

様
子

▲

議会
　

５
月
15
日
に
第
２
回
議
会
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
８
議
案
が
審
議
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
、
承
認
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
さ
れ
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
専
決
処
分
の
承
認

●
黒
滝
村
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例

●
黒
滝
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例

●
平
成
25
年
度
黒
滝
村
一
般
会
計
補
正

　

予
算　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
10
号
）

■
平
成
26
年
度
補
正
予
算

●
黒
滝
村
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
１
号
）

議
会
活
動
状
況

５
月

第
２
回
議
会
臨
時
会

１
日
●
県
人
権
教
育
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　

理
事
・
事
務
局
長
会
議 

12
日
●
全
員
協
議
会

15
日
●
第
２
回
議
会
臨
時
会

　
　

●
提
携
事
業
検
討
先
視
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〜
16
日
）

19
日
●
郡
町
村
議
会
議
長
会
総
会

22
日
●
県
人
権
教
育
推
進
協
議
会
総
会

　
　

●
南
和
広
域
医
療
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

研
修（
〜
23
日
）

27
日
●
月
例
出
納
監
査

■
そ
の
他

●
奈
良
県
に
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
を
！

　

中
間
駅
の
早
期
決
定
を
求
め
る
決
議

●
黒
滝
村
議
会
議
長
の
改
選

●
黒
滝
村
議
会
副
議
長
の
改
選

●
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任

議
会
議
長
・
副
議
長
改
選

　

５
月
15
日
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
、

議
長
・
副
議
長
が
次
の
と
お
り
改
選
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

今
後
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

議　

長　

阪
中　
　

一　
（
寺　

戸
）

　

副
議
長　

堀
口　

誠　
　
（
長　

瀬
）

社
会
教
育
委
員
改
選

　

12
年
間
社
会
教
育
委
員
と
し
て
ご
活

躍
い
た
だ
い
た
脇
坂
美
里
氏
（
脇
川
）

が
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ
ま
し

た
。
大
変
長
ら
く
ご
活
動
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
よ
り
次
の
方
々
が
今
年

度
、
社
会
教
育
委
員
と
し
て
社
会
教
育

推
進
の
た
め
の
活
動
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
【
敬
称
略
】

　

議　

長　

阪
口　

治
仁　
（
桂　

原
）

　

副
議
長　

中
井　

一
郎　
（
赤　

滝
）

　

委　

員　

中
村　

京
子　
（
粟
飯
谷
）

　

委　

員　

藤
井　

富
美
子（
堂　

原
）

　

委　

員　

尾
上　

里
砂　
（
中　

戸
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
子
ど
も
会
〕

消
防
団　

防
災
功
労
者

　

消
防
庁
長
官
表
彰
受
賞

　

平
成
23
年
台
風
第
12
号
の
影
響
に
よ
る

集
中
豪
雨
の
際
、
４
日
間
に
わ
た
り
延
べ

１
２
０
名
が
出
動
し
、
降
り
続
く
豪
雨
と

い
う
極
め
て
困
難
な
状
況
の
下
、
昼
夜
に

わ
た
り
水
防
活
動
・
住
民
の
避
難
誘
導
・

流
倒
木
の
除
去
等
を
行
い
被
害
の
軽
減
に

多
大
な
貢
献
を
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

当
村
消
防
団
が
防
災
功
労
者
消
防
庁
長
官

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
の
皆
さ
ま
に
は
昨
年
の
台
風
18

号
到
来
の
際
に
も
昼
夜
に
わ
た
っ
て
警

戒
・
水
防
活
動
に
従
事
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
と

も
益
々
の

ご
活
躍
を

期
待
し
て

い
ま
す
。

ＯＢ団員制度発足式
　

４
月
24
日
（
木
）、
役
場
に
お
い
て
黒
滝
村
消

防
団
Ｏ
Ｂ
団
員
制
度
発
足
式
・
辞
令
書
交
付
式
が

行
わ
れ
、
辻
内
村
長
か
ら
の
挨
拶
の
後
、
中
井
団

長
か
ら
４
月
10
日
ま
で
に
入
団
を
申
し
出
て
く
だ

さ
っ
た
新
入
団
員
の
方
々
に
辞
令
書
を
交
付
し
、

人
口
の
減
少
に
伴
い
消
防
団
員
が
減
少
す
る
中

で
、
消
防
団
活
動
の
経
験
豊
富
な
皆
さ
ま
の
活
躍

に
期
待
し
て
い
る
と
い
う
内
容
の
訓
示
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ＯＢ団員制ＯＢ団員制
人
口

で
、

に
期

ま
し

ＯＢ団員で消防団強化
　

Ｏ
Ｂ
団
員
は
消
防

団
員
と
し
て
５
年
以

上
の
経
験
を
お
持
ち

で
心
身
と
も
に
健
康

な
村
民
の
方
を
対
象

と
し
、
火
災
発
生
時

の
初
期
消
火
や
分
団

の
支
援
の
み
に
従
事

す
る
団
員
で
す
。
随

時
入
団
募
集
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
お
問
合
せ
先

　

総
務
課

１１
stst　

道
の
駅
ラ
イ
ブ

　

道
の
駅
ラ
イ
ブ

式式

音
楽
で
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
！

中
井
消
防
団
長
に
よ
る
訓
示

▲

上
の
写
真
か
ら
、
ち
な
げ
、

よ
し
だ
ー
ま
ん
☆
、
中
原   

咲

▲

和
太
鼓
紅
jr
の
演
奏

▲

▲くろたんもミニ
　ライブに出演

隆生一一
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４
月
24
日
（
木
）、
中
央
公

民
館
に
お
い
て
、
多
数
の
来
賓

の
方
々
を
お
迎
え
し
、
誠
心
会

連
合
会
総
会
が
１
４
３
名
の
出

席
の
も
と
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

午
後
か
ら
は
漫
才
や
、
腹
話

術
、
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
の
演
芸

会
が
開
催
さ
れ
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

誠
心
会
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

誠
心
会
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

▼宮川　青丸・トン子　漫才

誠
心
会　

辰
巳
会
長
よ
り
挨
拶

村の話題

▲

正
司　

敏
江　

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

シ
ョ
ー

▲ 演
芸
で
笑
顔
い
っ
ぱ
い
！

第１回親子体操教室
　

５
月
22
日
（
木
）、
中
央
公
民

館
に
お
い
て
、
親
子
体
操
教
室
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

１
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で

の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
の
方

を
対
象
に
月
に
一
回
実
施
し
ま

す
。
随
時
、
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。

　

兄
姉
の
参
加
も
歓
迎
で
す
。

　

次
回
の
教
室
は
、
６
月
18
日

（
水
）
午
後
２
時
か
ら
中
央
公
民

館
１
階
大
集
会
室
で
行
い
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

第１回親子体操教室第１回親子体操教室

体を動かしてリラックス

　

５
月
３
日
（
土
）、道
の
駅
「
吉
野
路
黒
滝
」
の
駐
車
場
に
お
い
て
、

黒
滝
村
交
通
安
全
協
会
に
よ
る「
交
通
安
全　

新
緑
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
新
緑
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

交
通
安
全
新
緑
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

年 6月号

安
全
運
転
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

▲

▼
３
０
０
組
の

　

啓
発
物
品
を
配
布

▼教室の様子

　

皆
さ
ま
か
ら
の
寄
付
金
を
、
ふ
る
さ
と

に
暮
ら
す
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

た
ち
の
健
康
・
福
祉
の
増
進
や
、
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
、
若
い
世
代
の

子
育
て
支
援
な
ど
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ

き
、「
ふ
る
さ
と
黒
滝
」
づ
く
り
を
進
め

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

自
主
財
源
の
少
な
い
本
村
に
お
き
ま
し

て
は
、
皆
さ
ま
の
寄
付
金
が
今
後
の
村
づ

く
り
に
お
い
て
貴
重
な
財
源
と
な
り
ま
す

の
で
、
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
重
ね

て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は

「
黒
滝
村
応
援
基
金
」
に
積
立
し
、
次
の

事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
ご
寄
付
さ
れ
る
際
に
、
使
い
途
を
ご
指

定
い
た
だ
け
ま
す
。）

○
暮
ら
し
に
関
す
る
事
業

○
産
業
に
関
す
る
事
業

○
教
育
文
化
に
関
す
る
事
業

○
そ
の
他
目
的
達
成
の
た
め
に
村
長
が
認

め
る
事
業

◆
寄
付
金
の
一
部
が
所
得
税
、
県
民
税
、

村
民
税
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
地
方
公
共
団
体
に
寄
付

し
ま
す
と
、
そ
の
寄
付
金
の
一
部
が
所
得

税
、
県
民
税
、
村
民
税
か
ら
控
除
さ
れ
る

と
い
う
も
の
で
す
。「
ふ
る
さ
と
を
応
援

し
た
い
」
ま
た
は
「
ふ
る
さ
と
に
貢
献
し

た
い
」
と
い
う
思
い
を
実
現
す
る
制
度
で

す
。

※
詳
し
く
は
、
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先　

総
務
課

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
で
行
う
事
業

ふ
る
さ
と
応
援

　

黒
滝
村
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
く
ろ
た
ん
」
も
応
援
に
駆

け
つ
け
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
啓
発

物
品
の
配
布
を
行
い
、
運
転
手
に

安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

村の話題

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
と
は

ふ
る
さ
と
応
援

▼会場の様子
Ｍ
ｒ
．
チ
ョ
ッ
プ
リ
ン　

腹
話
術

▲



◆
そ
の
他　

○
平
成
26
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入

さ
れ
た
方
（
世
帯
）
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
１
月
１
日
時
点
に
住
民
票

の
あ
っ
た
市
町
村
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

○
申
請
書
類
の
受
付
は
、
９
月
30
日

（
火
）
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
『
振
り
込
め
詐
欺
』
に

　
　
　
　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
　

村
や
厚
生
労
働
省
な
ど
の
職

　

員
が
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン

　

ビ
ニ
な
ど
の
現
金
自
動
支
払
機
）

　

の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
や

　

手
数
料
な
ど
の
振
り
込
み
を
求

　

め
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま

　

せ
ん
の
で
、
給
付
金
の
支
給
を

　

装
っ
た
『
振
り
込
め
詐
欺
』
に

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先　

○
給
付
金
に
関
す
る
厚
生
労
働
省

　
　
　

相
談
窓
口（
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
５
７
０
‐
０
３
７
‐
１
９
２

※
運
営
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
６

時
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

○
保
健
福
祉
課

『
振
り
込
め
詐
欺
』
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

村
や
厚
生
労
働
省
な
ど
の
職

員
が
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
の
現
金
自
動
支
払
機
）

の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
や

手
数
料
な
ど
の
振
り
込
み
を
求

め
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
給
付
金
の
支
給
を

装
っ
た
『
振
り
込
め
詐
欺
』
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率

の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
低
所
得
者
と

子
育
て
世
帯
へ
の
負
担
を
緩
和
す
る

こ
と
を
目
的
に「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

及
び
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
給
付
金
の
対
象
者

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
給
付
金
の
対
象
者
と

な
る
可
能
性
の
あ
る
方
に
は
、
６
月

下
旬
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
記
入
後
、
必
要
書
類
（
今
月
号

折
込
み
チ
ラ
シ
に
記
載
）
を
添
付
の

う
え
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

返
送
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
、
今
年

度
の
住
民
税
の
課
税
状
況
を
確
認
し

た
後
、
対
象
と
な
る
方
に
は
決
定
通

知
を
、
対
象
と
な
ら
な
い
方
に
は
非

該
当
の
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
電
話
等
で
個
人
（
世
帯
）

を
特
定
し
て
給
付
金
の
対
象
に
な
る

か
ど
う
か
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
役
場
か
ら
の
連
絡
を
お
待
ち
く

だ
さ
い
。

◆
臨
時
福
祉
給
付
金　

○
支
給
対
象
者

　

平
成
26
年
１
月
１
日
に
お
い
て
、

黒
滝
村
に
住
民
票
が
あ
り
、
平
成
26

年
度
の
住
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税

さ
れ
て
い
な
い
方

※
そ
の
方
を
扶
養
し
て
い
る
方
が
平

成
26
年
度
の
住
民
税
（
均
等
割
）
を

課
税
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
対
象
外

で
す
。
ま
た
、
生
活
保
護
制
度
の
被

保
護
者
や
中
国
残
留
邦
人
に
か
か
る

支
援
費
等
を
受
給
し
て
い
る
方
に
つ

い
て
は
、
保
護
基
準
等
が
改
定
さ
れ

る
た
め
、
支
給
の
対
象
外
と
な
り
ま

す
。

○
支
給
額

　
　

支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き

　
　
　
　
　
　
　

１
０
，
０
０
０
円

※
支
給
対
象
者
の
中
で
老
齢
基
礎
年

金
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎

臨
時
福
祉
給
付
金

　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

年
金
、
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児

童
扶
養
手
当
等
の
受
給
者
は
、
５
，

０
０
０
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。な
お
、

複
数
の
手
当
等
を
受
給
し
て
い
る
場

合
も
加
算
額
は
、
５
，
０
０
０
円
で

す
。

◆
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金　

○
支
給
対
象
者

　

平
成
26
年
１
月
１
日
に
お
い
て
、

黒
滝
村
に
住
民
票
が
あ
り
、
平
成
26

年
１
月
分
の
児
童
手
当
の
受
給
者

で
、
平
成
25
年
中
の
所
得
が
児
童
手

当
の
所
得
制
限
額
に
満
た
な
い
方

※
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者
及
び

生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
は
、
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

○
支
給
額

　
　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き

　
　
　
　
　
　
　

１
０
，
０
０
０
円

◆
公
務
員
の
方
へ　

　

公
務
員
の
方
で
、
所
属
す
る
官
庁

に
お
い
て
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
、

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

の
支
給
要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
勤

務
先
か
ら
配
付
さ
れ
る
「
申
請
書
」

及
び
「
児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
受

給
状
況
証
明
書
」
等
を
、
７
月
以
降

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

６
月
８
日
か
ら
14
日
ま
で
の
７
日
間

を
危
険
物
安
全
週
間
と
し
、
危
険
物
の

保
安
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
及
び
啓
発

を
全
国
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

◆
意
外
と
身
近
な
危
険
物

　

危
険
物
は
、
日
常
生
活
を
営
む
う
え

で
、
普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
品
物

の
中
に
も
、数
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、『
自
動
車
・
ス
ト
ー
ブ
な

ど
の
燃
料（
ガ
ソ
リ
ン
、灯
油
、軽
油
）』、

『
化
粧
品
や
油
性
塗
料
な
ど
の
原
料（
ア

ル
コ
ー
ル
、
シ
ン
ナ
ー
な
ど
）』、『
花

火
に
使
わ
れ
て
い
る
火
薬
（
硫
黄
な

ど
）』
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
家
庭
内
に
お
け
る
危
険
物

は
、
た
と
え
少
量
で
も
使
用
方
法
を
誤

る
と
、
火
災
や
爆
発
な
ど
の
危
険
が
あ

り
ま
す
の
で
、
十
分
に
注
意
し
て
取
り

扱
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
危
険
物
の
性
質
】

○
ガ
ソ
リ
ン
は
、
可
燃
性
蒸
気
が
発
生

し
や
す
く
、
低
い
温
度
で
も
火
が
つ
く

た
め
電
気
火
花
等
の
ち
ょ
っ
と
し
た
火

源
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

○
ヘ
ア
ー
ス
プ
レ
ー
や
殺
虫
剤
な
ど

は
、
高
温
に
な
る
暖
房
器
具
の
近
く
に

置
く
と
爆
発
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

【
保
管
の
ポ
イ
ン
ト
】

○
容
器
や
ふ
た
が
破
損
し
て
い
な
い
か

確
認
す
る
。

○
容
器
の
ふ
た
を
確
実
に
閉
め
る
。

○
高
温
に
な
る
場
所
に
置
か
な
い
。

○
子
供
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
置
く
。

○
保
管
量
は
必
要
最
小
限
に
す
る
。

○
使
用
中
は
火
気
厳
禁
と
し
、
定
期
的

に
換
気
を
行
う
。

※
身
近
に
あ
る
危
険
物
を
よ
り
安
全
に

使
用
す
る
た
め
に
も
危
険
物
に
対
す
る

知
識
を
身
に
つ
け
、
不
注
意
に
よ
る
火

災
や
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
気

を
引
き
締
め
て
使
用
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

◆
お
問
合
せ
先

　

中
吉
野
防
災
安
全
協
会

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合

　

☎
０
７
４
７
‐
６
２
‐
２
２
９
９

平
成
26
年
度
危
険
物
安
全
週
間

推
進
標
語
『
危
険
物　

読
み
は
ま
っ
す
ぐ　

ゼ
ロ
災
害
』

◆
手
当
の
月
額

○
０
歳
〜
３
歳
未
満

　
　
　
　
　
　
　

１
５
，
０
０
０
円

○
３
歳
〜
小
学
校
修
了
前

　
　
　
　
　
　
　

１
０
，
０
０
０
円

（
第
３
子
以
降
は
１
５
，
０
０
０
円
）

○
中
学
生　
　
　

１
０
，
０
０
０
円

○
所
得
制
限
世
帯　

５
，
０
０
０
円

※
す
で
に
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
、
６
月
に
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
に
は
別
途
通
知
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
出
生
、
転
居
な
ど
に
よ
り

状
況
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
都

度
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
申
請
が

遅
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ご
留
意

く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

児
童
手
当
の
手
続
き
を

　
　
　

お
忘
れ
な
く
！

　

高
齢
者
福
祉
及
び
介
護
保
険
の

事
業
（
予
防
）
計
画
を
策
定
す
る

た
め
に
、
65
歳
以
上
の
村
民
の
方

全
員
を
対
象
に
日
常
生
活
圏
域

ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

６
月
下
旬
に
調
査
票
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
調
査
票
が
届
き
ま
し

た
ら
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

日
常
生
活
圏
域

　

ニ
ー
ズ
調
査
に

　
　
　
　

ご
協
力
を
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◆
日　

時　

毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　
（
祝
日
は
除
く
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
〜
4
時

◆
場　

所　

川
上
村
役
場

　
　
　
　
　

１
階
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
（
４
月
〜
６
月
）

　
　

☎
０
７
４
６
‐
５
２
‐
０
１
１
１

◆
相
談
料　

無
料

◆
主　

催　

吉
野
郡
消
費
者
生
活

                      　

   

実
践
連
絡
協
議
会

◆
お
問
合
せ
先　

住
民
課

　

大
淀
高
校
で
は
、
小
学
校
４
・
５
・
６

年
生
（
保
護
者
同
伴
可
）、
中
学
生
を

対
象
に
「
こ
ど
も
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
を

行
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
ワ
ー
プ
ロ
検
定
体
験
（
ソ

フ
ト
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
２
０
１
３
）
を
使
っ
た

入
門
講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ゆ
っ

く
り
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
初
心
者

の
方
で
も
大
丈
夫
で
す
。
皆
さ
ま
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日　

時　

８
月
９
日
（
土
）

◆
時　

間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◆
場　

所　

大
淀
高
校

　
　
　
　
　
　

３
階　

情
報
処
理
教
室

◆
申
込
方
法　

７
月
15
日
（
火
）
午
前

９
時
か
ら
電
話
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
。
先
着
15
名
ま
で
で
す
。

※
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、
保
護
者
同

伴
の
有
無
、
連
絡
先
電
話
番
号
を
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先　

大
淀
高
校

　
　

☎
０
７
４
７
‐
５
２
‐
４
１
７
１

　

犯
罪
被
害
者
支
援
に
携
わ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
支
援
員
（
第
８
期
）
を
募
集
し

ま
す
。

◆
募
集
期
間　

７
月
１
日
（
火
）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

31
日
（
木
）

◆
募
集
人
員　
　

20
名
程
度

◆
応
募
資
格　
　

①
奈
良
県
内
在
住
の
成
人

②
性
別
、
職
業
、
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

③
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
活
動
の
趣
旨

に
賛
同
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
で
き
る
方

◆
選　

考　

応
募
さ
れ
た
方
に
は
、
書

類
選
考
の
上
、
面
接
を
行
い
ま
す
。

◆
講　

習　

支
援
活
動
に
必
要
な
知
識

等
を
習
得
す
る
た
め
、
一
定
の
講
座
を

受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
期
間
は
、

８
月
29
日
（
金
）
〜
11
月
28
日
（
金
）

の
予
定
。（
原
則
と
し
て
毎
週
金
曜
日

の
午
後
１
時
〜
４
時
頃
、
概
ね
90
分
2

コ
マ
講
義
形
式
）

◆
お
問
合
せ
先

　

公
益
社
団
法
人
な
ら
犯
罪
被
害
者

　
　
　
　
　
　

支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　
　

☎
０
７
４
２
‐
２
６
‐
６
９
３
５

消
費
者
生
活
相
談
窓
口
開
設

こ
ど
も
パ
ソ
コ
ン
教
室

第
８
期
犯
罪
被
害
者
支
援
の

　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

※
当
日
、
サ
イ
レ
ン
及
び
防
災
無
線
放
送

の
後
、
ポ
ン
プ
連
携
訓
練
を
行
い
ま
す
。

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
訓
練
中
、
鳥
住
地
区
の
一
部

は
車
両
通
行
止
と
な
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◆
主　

催　

黒
滝
村
・
黒
滝
村
消
防
団

◆
協　

力　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合

◆
お
問
合
せ
先　

総
務
課

黒
滝
村
消
防
団

連
携
訓
練

日　

時　

６
月
８
日
（
日
）

場　

所　

黒
滝
村
大
字
鳥
住
地
内

益
社
団
法
人
な
ら
犯
罪
被
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
事
務

☎
０
７
４
２
‐
２
６
‐
６
９
３

住民税の納期

第一期

６月３０日（月）

忘れずに納付しましょう！

　

20
歳
を
迎
え
る
と
、
様
々
な
権
利

と
と
も
に
義
務
も
生
ま
れ
ま
す
。
国

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
も
そ
の
ひ

と
つ
で
す
。

　

皆
様
方
の
中
に
は
、「
年
金
な
ん

て
先
の
こ
と
だ
か
ら
関
係
な
い
。」

な
ん
て
思
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん

か
？

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で
い

る
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の

人
が
加
入
し
て
、
や
が
て
誰
に
も
訪

れ
る
老
後
の
所
得
保
障
だ
け
で
な

く
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の

事
故
な
ど
に
よ
り
私
た
ち
の
生
活
の

安
定
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
み
ん
な
で
前
も
っ
て
保
険
料
を

出
し
合
い
お
互
い
を
支
え
あ
う
制
度

で
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
現

役
世
代
の
負
担
が
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
が
、
基
礎
年
金
の
半
分
は
国
庫

負
担
で
賄
わ
れ
て
い
る
た
め
、
現
在

20
歳
の
方
も
納
付
し
た
保
険
料
以
上

の
年
金
が
受
け
取
れ
ま
す
。
さ
ら
に

賃
金
や
物
価
の
変
動
に
合
わ
せ
て
年

金
額
が
改
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
大
変

有
利
で
す
。
た
だ
し
、
加
入
の
手
続

き
や
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と

年
金
が
受
け
取
れ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、「
あ
の
時
に
・
・
・
」

と
後
悔
す
る
前
に
必
ず
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を
取
り
ま
し
ょ
う
！

　

な
お
、
学
生
の
方
や
収
入
が
少
な

く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
の
場

合
は
、「
学
生
納
付
特
例
」
や
「
若

年
者
納
付
猶
予
」
な
ど
保
険
料
の
支

払
い
を
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場
で

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
と
併
せ
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先

○
大
和
高
田
年
金
事
務
所　

　

☎
０
７
４
５
‐
２
２
‐
３
５
３
１

○
保
健
福
祉
課　

20
歳
に
な
っ
た
ら

　
　
　
　
『
国
民
年
金
』

◆
対
象
業
種

○
物
品
調
達　

登
録
品
目
は
要
領
の
物

品
種
目
別
一
覧
に
よ
り
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

○
役
務
提
供
等　

登
録
業
種
は
要
領
の

役
務
業
種
別
一
覧
に
よ
り
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
有
効
期
間

　
　

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
有
効

◆
申
請
受
付
期
間

　
　

平
成
27
年
１
月
30
日
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
及
び
12
月
29
日
か
ら

平
成
27
年
１
月
２
日
ま
で
を
除
く
平
日

の
午
前
９
時
か
ら
正
午
・
午
後
１
時
か

ら
午
後
５
時
の
間
。
持
参
ま
た
は
郵
送

に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

◆
要
領
・
申
請
書
類
等

　

要
領
と
申
請
書
類
は
奈
良
県
広
域

消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.naraksk119.jp/

）
か
ら
『
平

成
26
年
度
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
物
品

調
達
・
役
務
提
供
等
競
争
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
要
領
』
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
く
だ
さ
い
。

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
施

設
管
理
課
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

◆
申
請
場
所
及
び
お
問
合
せ
先

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　

３
階
総
務
部
施
設
管
理
課
契
約
係

　
　

☎
０
７
４
４
‐
２
６
‐
０
１
１
９

　
　
（
橿
原
市
慈
明
寺
町
１
４
９
‐
３
）

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
が
発
注
す
る

物
品
調
達
及
び
役
務
提
供
業
務
の
契
約

に
関
す
る
競
争
入
札
に
参
加
す
る
た
め

に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

奈
良
県
広
域
消
防
組
合

競
争
入
札
参
加
資
格
申
請
の
受
付

　

専
門
家
も
参
加
し
て
の
空
き
家
所
有

者
の
方
か
ら
の
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
空
家
に
関
す
る
疑
問
・
ご
質
問
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◆
日　

時　

６
月
７
日
（
土
）

（
午
後
１
時
か
ら
空
き
家
セ
ミ
ナ
ー
、

午
後
２
時
15
分
か
ら
空
き
家
相
談
会
）

◆
場　

所　

吉
野
町
中
央
公
民
館

※
当
日
ご
参
加
で
き
な
い
方
は
相
談
窓

口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
常

設
の
相
談
員
が
ご
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。

◆
入
場
料　

無
料

◆
後　

援　

奈
良
県

◆
お
問
合
せ
先　

特
定
非
営
利
活
動
法

人　

空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

　
　

☎
０
７
４
５
‐
５
３
‐
０
５
７
７

（
受
付
時
間
：
月
〜
土
曜
日
の
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
、
日
祝
は
休
み
）

前
回
の
様
子

▲

空
き
家
セ
ミ
ナ
ー
及
び

　
　
　
　
　
　
　

相
談
会
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毎月１１日は
【人権を確かめあう日】　
　　　　　　　　　です
人権とは、人間が幸せに生きて
いく権利です。
すべての人間が生まれながらに
持っている基本的な権利です。

黒滝村人権・同和問題啓発推進本部

中央公民館図書コーナーには約 5,300 冊の本があります。
あなたの探している本もあるかもしれませんので、どしどしご利用くだ
さい。
■ 貸し出し日　　月～金曜日（祝日は休み）
■ 貸し出し期間　２週間
　※ただし、それ以上になる場合は教育委員会へ、連絡してください。

図図
書書 室室 だだ よよ りり

（小　説）和宮様御留／有吉　佐和子
　瓦解目前の徳川将軍家に降嫁を命ぜられた皇妹
和宮の身替りとなって、歴史の波の赴くままに運
命を弄ばれた少女フキの数奇な一生と、その策謀
の陰で、時代への抗いを貫き通した女たちの、苦
悩にみちた境涯。無力であった者への鎮魂の思い
をこめて描き上げた長編歴史小説。
（ドキュメンタリー）私だけの北極点
　　　　　　　　北緯８８度４０分／和泉　雅子
（実用書）やわらかな頭が商機をつかむ／竹内　宏
（児童書）妖界ナビ・ルナ①　解かれた封印／
　　　　　　　作・池田　美代子　絵・琴月　綾

102014 年 6月号

◆
対　

象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

◆
日　

時　

６
月
10
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
10
分
〜
30
分

◆
場　

所　

診
療
所

◆
内　

容　

身
体
測
定
、
育
児
相
談

◆
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

す
く
す
く
相
談

◆◆◆◆◆◆

健 　 康 　 づ 　 く 　 り 　 情 　 報
◆
応
募
資
格

①
70
歳
以
上
で
歯
の
健
康
な
方

（
若
干
の
欠
損
歯
、
か
ぶ
せ
等
可
）

②
第
19
回
、
20
回
、
21
回
の
最
優

秀
の
方
は
応
募
出
来
ま
せ
ん
。

◆
応
募
方
法

　

官
製
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話

番
号
、
生
年
月
日
、
性
別
、
年
齢

を
明
記
し
、

　

〒
６
３
０
‐
８
０
０
２

　

奈
良
市
二
条
町
２
‐
９
‐
２

　

奈
良
県
歯
科
医
師
会
・
高
齢
者

　

い
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
係
ま
で

◆
応
募
期
限　

８
月
31
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
で

第
22
回
奈
良
県
高
齢
者

い
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
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逆
流
性
食
道
炎
と
は
、
本
来
は
一

方
通
行
で
あ
る
食
道
か
ら
胃
へ
の
流

れ
が
食
道
へ
逆
流
す
る
こ
と
に
よ
る

病
気
で
す
が
、
昨
今
の
グ
ル
メ
ブ
ー

ム
の
た
め
か
最
近
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

主
な
症
状
は
ゲ
ッ
プ
、
胃
痛
、
腹

部
膨
満
感
、
胃
も
た
れ
、
胸
や
け
や

口
の
苦
味
な
ど
で
す
。
ま
た
頑
固
な

空
咳
が
認
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　

食
道
に
は
、
胃
と
違
い
胃
酸
か
ら

の
粘
膜
防
御
機
能
が
無
い
た
め
に
食

道
の
粘
膜
が
傷
つ
き
や
す
く
、
そ
れ

ら
の
症
状
が
出
現
し
ま
す
。
原
因
は

ま
ず
胃
酸
分
泌
が
増
え
る
こ
と
で

す
。
不
眠
や
ス
ト
レ
ス
、
刺
激
物
摂

取
や
喫
煙
、
高
脂
肪
高
蛋
白
食
、
甘

い
物
の
食
べ
す
ぎ
な
ど
は
胃
酸
分
泌

を
増
や
し
ま
す
。

　

ま
た
胃
の
中
の
圧
力
が
増
え
る
こ

と
も
原
因
で
す
。肥
満
や
前
屈
姿
勢
、

早
食
い
や
ズ
ボ
ン
や
ベ
ル
ト
の
締
め

過
ぎ
な
ど
で
す
。

逆
流
性
食
道
炎
　

診
断
は
胃
内
視
鏡
で
出
来
ま
す
の

で
、
こ
れ
ら
の
症
状
が
気
に
な
れ
ば

食
道
癌
や
胃
癌
な
ど
と
の
鑑
別
を
行

う
た
め
に
も
、
早
め
の
専
門
医
の
受

診
が
重
要
で
す
。

　

治
療
は
胃
酸
分
泌
を
抑
え
る
薬
剤

や
粘
膜
保
護
剤
な
ど
を
用
い
ま
す

が
、治
療
効
果
は
比
較
的
良
好
で
す
。

し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
基
本
的

な
原
因
は
食
事
内
容
を
含
む
生
活
習

慣
や
胃
の
入
口
の
筋
肉
の
た
る
み

で
、
再
発
も
多
く
認
め
ら
れ
ま
す
。

逆
流
性
食
道
炎
を
繰
り
返
す
と
食
道

の
胃
へ
の
出
口
が
狭
く
な
る
こ
と
も

あ
り
、
生
活
面
や
食
事
内
容
の
見
直

し
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

奈
良
県
医
師
会

〜
歯
と
口
は  

健
康
・
元
気
の  

源
だ
〜

　
　
（
平
成
26
年
度
歯
と
口
の

　
　
　
　
　
　
　

健
康
週
間
の
標
語
）

　

歯
と
口
は
、
健
康
に
生
き
て
い
く
力

を
支
え
る
も
の
で
あ
り
、
歯
科
の
病
気

を
予
防
し
、
歯
と
口
の
健
康
を
保
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。

「
健
康
く
ろ
た
き
21
」
の
み
ん
な
の
目

標
（
歯
・
口
腔
の
健
康
）

○
生
涯
自
分
の
歯
で
お
し
い
く
、
楽
し

く
食
事
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
を
持
ち
、
定

期
的
な
歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
歯
周
疾
患
検
診
の
ご
案
内
】

◆
対　

象　

満
40
歳
、
満
50
歳
、
満
60

歳
、
満
70
歳
と
な
る
方

　
　
　
　
（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）

※
対
象
者
の
方
へ
は
通
知
し
ま
す
。

◆
場　

所　

歯
科
診
療
所

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

6
月
4
日
〜
10
日
は

   

歯
と
口
の
健
康
週
間

◆
審
査
及
び
表
彰

○
日　

時　

10
月
２
日
（
木
）

　
　
　
　

正
午
〜
午
後
４
時
30
分

○
場　

所　

奈
良
県
歯
科
医
師
会
館

※
８
０
２
０
達
成
者
に
は
、
認
定

証
が
授
与
さ
れ
、
最
優
秀
者
に
は

後
日
、
知
事
よ
り
賞
状
が
授
与
さ

れ
ま
す
。

※
昼
食
は
お
す
ま
し
の
上
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先　

奈
良
県

　
　
　
　
　
　
　
　

歯
科
医
師
会

☎
０
７
４
２
‐
３
３
‐
０
８
６
１

※
８
０
２
０
と
は
？

　

80
歳
に
20
本
歯
を
残
す
よ

う
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。



　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
黒
滝
村
の

よ
さ
を
活
か
し
、
先
人
の
努
力
に

学
び
、
知
恵
と
心
を
結
集
し
、
明

る
く
豊
か
で
活
力
あ
る
村
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
こ
の
憲
章
を
制
定
し

ま
す
。

・
豊
か
な
自
然
を
ま
も
り
、
よ
り

住
み
良
い
生
活
環
境
づ
く
り
に
努

め
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る

村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
あ
い
、

や
さ
し
さ
と
あ
た
た
か
さ
に
み
ち

た
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
郷
土
の
文
化
遺
産
を
大
切
に
し
、

若
い
力
を
は
ぐ
く
み
、
生
涯
学
習

の
ふ
く
ら
む
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

・
勤
労
を
尊
び
、
産
業
の
振
興
に

努
め
、
未
来
を
拓
く
活
力
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
長
寿
の
よ
ろ
こ
び
を
み
ん
な
で

支
え
、
健
康
で
生
き
が
い
の
も
て

る
福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

黒
滝
村
村
民
憲
章

　発行　黒滝村役場　　　〒 638-0292　　吉野郡黒滝村大字寺戸７７番地
　　　　　　　　　　　　 ℡　0747-62-2031　　  FAX　62-2569
　 E-mail　　kurotaki@vill.kurotaki.nara.jp　　　　URL　　http://www.vill.kurotaki.nara.jp 1212

村の施設の電話番号
市外局番（0747）

役　場　　　　　   62-2031
　　IP 電話【050-5000-6200
　　　　　　　　　   ～ 6203】
防災無線電話音声対応サービス
（専用ダイヤル）　   62-9010
教育委員会　　　   62-2314
　　IP 電話【050-5004-6128】
診 療 所　　　　　 62-2747
　　IP 電話【050-5000-6129】
歯科診療所　　　   62-2621
デイサービスセンター
（社会福祉協議会）   62-2850  

IP 電話【050-5000-6127】
こもれびホール　   62-2280
黒滝駐在所　　　   62-2034
　観光施設に関することは、
観光施設指定管理者
（株）黒滝森物語村 62-2770

IP 電話【050-5005-1865】

人口・世帯数
（5月１日現在）

善 意 銀 行 （５月２０日受理分まで）

皆さまの善意に対して心から感謝申し上げます。

　　男　　３８７　人　　（－２）
　　女　　４４２　人　　（±０）
　　計　　８２９　人　　（－２）
　世帯　　３９１　世帯　（±０）

くろたきテレビくろたきテレビ
11ch で放映中11ch で放映中

11ch では、村からの様々な
お知らせを掲載しています
ので、ぜひご視聴ください。 　　　　笠木会　様　　　善意に役立つように　　　１万円

　平成２７年度から使用される小学校の教科書などを、次の教
科書センター（分館）等で展示します。
◆展示場所
　吉野小学校（吉野町上市）、川上中学校（川上村人知）、下北
山小学校（下北山村寺垣内）、十津川第一小学校（十津川村小原）、
野迫川村山村振興センター（野迫川村北股）
◆展示期間
　６月１３日（金）～７月１１日（金）
　午前９時～学校及び山村振興センター終業時
※学校及び山村振興センターが休みの日は閲覧できません。
　なお、県立教育研究所（田原本町秦庄）等においても展示し
ます。
◆お問合せ先　教育委員会

平成２５年度善意銀行収支報告
　平成２５年度中に皆さまの善意で寄せられたお金は、
　９２１，６６９円（預金利子含む）で、平成２６年３月末の預
金残高は１６，８９４，２８５円です。
　このお金は村内の金融機関に預け、収支については民生・児
童委員協議会で管理し、使途については社会福祉に活用してい
ます。
◆平成２５年度の支出状況
　ひなっこきっず（子育て支援）　　　　　　　  ８０，０００円
　安心箱設置（高齢者支援）　　　　　　　  　　　５，８８０円
　サロンやすらぎ（地域づくり支援）　　　　　  ３６，０００円

教科書展示会の開催


